






Ⅶ.むすび 

数年間の追跡調査において,血中 PCB 濃度の漸減は認められているが,なお母子ともに一般

人と比べて数倍～十倍の血中PCB 濃度を認める者がある。PCB のヒトに対する慢性影響,特

に乳幼児に対する影響は全く明らかにされていないので,今後も経過観察を続けることは

必要不可欠のことと考えられる。このための長期観察態勢の確立を図りたい。 


